































































































































































































限 の 努 力 を 払 い、『 信 用 を 重 ん
じ・・・・・』・・・・・従来にも増してお
客さま本位の立場に立ち、社会と調和した、




４）同書は 1986 年に最初に刊行され、1992 年に改訂版である『新版「社是・社訓」』が刊行されている。社










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































英語表記の「Maxell Within the Future（未
来の中に、いつもいる）」が掲げられる。日
本電気は、収録時には「企業理念」として































































































































































を参考までに引用しておこう。Management Philosophy“We are Diverse Shiny Diamonds. We are 
seeking the Happiness of our Comrades, By Supporting our Customers First, By Contributing to 












































































































































































































































































































スローガン」として「Passion to Create 
Value through Difference」が掲げられてい
る。
　電子関係材料の新潟県の有沢製作所は、
「経営方針」として「『創造と革新』を基本と
し、人材の育成と常に最高の技術に挑戦し、
独創的な製品の開発を通じ、社会の発展に貢
献する」、「行動指針」として「人を活かし、
技術を磨き、市場と対話する」、「すぐ、必
ず、出来るまでやる」、「必要なものを、必要
な時、必要なだけ作る」が掲げられたが、現
在はスローガンとして「CIC（Creation, Inno
vation, Challenge）昨日より今日、今日よ
り明日」の下、「経営方針」として「創造、
革新、挑戦を基本として」、「新たな価値を提
供し、顧客満足を高める」、「潜在ニーズを探
究し、新たな事業を創り出す」、「海外事業を
推進し、グループの総合力で企業体質を強化
する」、「自らの安全を守り、ゼロ災を実現す
る」、「私たちの行動指針」として「相手の立
場を理解し、もっとも良いと考え抜いた行動
を起こす」、「他人と自分を比べるのでなく、
昨日の自分と今日の自分を比べる」、「やると
決めたら責任を果たす」が掲げられている。
電気制御機器の不二電機工業は、「社訓」と
して「誠意と熱意を持て」、「研究と努力に勤
め」、「健康と融和を保て」、「経営の三原則」
として「従業員の生活安定」、「得意先への奉
仕」、「地域社会への奉仕」を掲げた。現在の
「企業理念」は「心（真円の経営）」、「製品
（信頼のブランド）」、「技（共創共生）」、「人
材（共感の経営）」である。
　ガス警報機器の新コスモス電機は、「社是」
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開かれた、なくてはならない会社でありた
い。そして社員が自信を持ち、常に創造し挑
戦していることを誇りとしたい」である。電
子部品の帝国通信工業は、「企業理念」とし
て「帝通は電子部品の製造とサービスを通し
て世界のお客様に満足して頂ける仕事をいつ
も提供し続けることにより豊かな社会の実現
に貢献します」を現在も継承する。電線など
の那須電機鉄工は、「社憲」として「人の和
―われわれは和の心をもって苦楽をともに
し、一致協力する」、「誠実―われわれは誠実
と努力をもって、その職責を全うする」、「奉
仕の心―われわれは良品廉価をもって社会の
福祉、世界の進運に寄与しなければならな
い」を現在も継承する。モーターや電装品の
メーカーで、「技術と環境の調和」の日興電
機工業は、「社是」＝「自立と連帯」の下、
「自立―輝ける伝統のもと、世界的な視野に
たち進取の気性をもって、不断の努力を重ね
創意を発揚し、他に頼ることなく自己の責務
を全うすることである」、「連帯―一つの目的
に対し、衆知を結集し、常に和を尊び、礼節
と秩序を重んじ、互いに誠意をつくし、共存
共栄の実をあげることである。かくして自立
した個々が、連帯することによって、未来へ
の発展が約束される」を掲げた。
　日清紡ホールディングスの企業であり、通
信機や無線通信システムの日本無線は、「経
営理念」として「日本無線は、英知と創造力
により、優れた価値を提供し、豊かな社会の
実現に貢献する」の下、「経営基本方針」と
して「顧客本位の精神に徹する」、「創意工夫
により、独自技術の開発と優れた製品作りを
目指す」、「会社に関わる全ての人々と相互信
頼を築き、共栄をはかる」、「健全な事業活動
を行い、企業としての社会的責任を果たす」、
「明るく、働き甲斐のある職場を通じて、魅
力ある会社を築く」、「社員行動指針」として
「創造力―フレキシブルな感覚を持ち、想像
力を発揮しよう」、「挑戦―失敗を恐れず、挑
戦する意欲を持とう」、「向上心―高い目標を
作所で「東亞」という社名がつく他企業とど
うように戦前に生まれている。同社は、
「NEW TOA 宣言」として「私達は、プロの
厳しい基準にかなう高い専門性を追求し、徹
底した市場細分化と創造的な商品開発によ
り、人間社会の《音によるコミュニケーショ
ン》に貢献する国際企業をめざします」の
下、「Progressive（先進性）」、「Modern（現
代性）」、「International（国際性）」、「Dy-
namic（躍動性）」と、「経営基本方針」とし
て「顧客が安心して使用できる製品をつく
る」、「取引先が安心して取引できるようにす
る」、「従業員が安心して働けるようにする」
を掲げた。カタカナ名で「ダイ」とつく企業
は「大阪」の略字であることが多いが、ダイ
キン工業も大正期に大阪金属工業所として創
業され、「社是」の「成功の信用」、「進取の
経営」、「明朗な人の和」は現在も継承されて
いる。鉄道車両の電気機器の東洋電機は、
「社是」として「働き甲斐ある職場をつくろ
う。心身共に健康で励もう。自己啓発に努め
よう。報恩感謝の念を持とう。自分の城は自
分で築こう」を掲げ、現在の「経営理念」は
「当社は、高い企業倫理に基づき、人間性を
尊重し、時代の変化に適切に対応しながら、
共存共栄のもとに豊かな社会づくりに貢献す
る」である。
　人工水晶のパイオニア企業であった宮崎エ
プソンは、東洋通信機の時代には、「経営理
念」として「トヨコムはコミュニュケ―ショ
ン＆ネットワーキングを通じて、世界の人々
の『あったらいいな』をカタチにし、わくわ
くする明日を築きます」、「経営指針」として
「Customer-First」、「Employees’ Satisfac-
tion」、「Social Awareness」、「行動基準」と
し て「Responsibility Originality」、「Sen-
sitivity」、「Responsiveness」を掲げていた。
宮崎エプソンとしての現在の「経営理念」は
エプソンと同様に、「お客様を大切に、地球
を友に、個性を尊重し、総合力を発揮して世
界の人々に信頼され、社会とともに発展する
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させなければならないという社会的責任を果
たし、社員の生涯の生活を保証する」、「地域
社会に密着して、利益を還元し共に繁栄す
る」、「社会に奉仕する」を掲げ、現在も継承
されている。「倉元はモノづくりを通じ、地
域とその社会に価値ある存在であり続ける」
という「基本理念」のほか、「品質方針」や
「環境方針」も示されている。（未完）
付記：各社の社是・社訓、経営理念等々について
は、各社のホームページ、会社案内パンフ
レットなども参照した。
持ち、自己の成長を心掛けよう」、「誠実―信
義を重んじ、誠意をもって仕事をしよう」を
現在も継承する。制御用機器の不二電機工業
は、「社訓」として「誠意と熱意を持て」、
「研究と努力に勤め」、「健康と融和を保て」、
「経営の三原則」として「従業員の生活安定」、
「得意先の奉仕」、「地域社会への奉仕」の下、
「企業理念」として製品力・人財力・社会へ
の貢献度のバランス重視の「心―真円の経
営」、「製品―信頼のブランド」、「技―共創共
生」、「人材―共感の経営」を強調する。
　配電用機器のエナジーサポートは、「企業
理念」として「我々は『信頼の獲得』を大切
にして常に『相手の立場にたって考える』こ
とを忘れない。我々は『人間の尊重』を大切
にして常に『職場の和をはかる』ことを忘れ
ない。我々は『社会の安定』を大切にし常に
『エネルギー産業の支えとなって働く』こと
を忘れない」、「五つの誓い」として「顧客を
大切にする」、「仲間を大切にする」、「株主を
大切にする」、「協力会を大切にする」、「地域
社会を大切にする」、「三つの開発」として
「人の開発」、「商品の開発」、「市場の開発」
を掲げ、「企業理念」は現在も継承されてい
る。ひずみなど応力計測の電子機器の協和電
業は、「社是」として「大会社たらんよりは
最良の会社たらん」の下、「信条」として
「謙虚、誠実、努力」を掲げ、現在も継承さ
れている。液晶ガラス基板や薄膜デバイスの
倉元製作所は、「社是」として「企業は創造
性の上に築かれる」、「社会に対する責任と貢
献を企業の行動原理とする」、「心身共に健康
管理に留意し会社と自己成長の原動力とす
る」、「経営理念」として「常に前向きの姿勢
で市場の動向を的確にとらえ、広い視野に
立った創造的かつ効率的経営を行う」、「業界
ニーズを先取りし、三年先を見越した製品を
常に二つ以上持てるノウハウと、技術の蓄積
を計る」、「変化と革新に対応できる人材の育
成を計り、社員一人一人が生きがいの持てる
職場とする」、「会社は永遠に存続させ、発展
